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Staff Voice
最近のマイブーム

消しゴムはんこ

最近、自分の顔の『消しゴムはんこ』
を作りました。名刺についてあったり
したら、お客さんにすぐ覚えてもらえ
るのでは！？・・・と思いたったのがきっ
かけでした。しかし作ったものの、まだ
活躍の場に出逢えていません！

(A.O)

編集後記

Staff Voice
お客様から言われて
嬉しかった言葉

「これからもよろしく」

制作物を納品後、お客様から「これか
らもよろしく」「またお願いします」と
言っていただけると、とてもやりがい
を感じます。実際、１度ご縁ができる
と、リピーターとなってくださる方が
多く、嬉しい限りです。

(M.I)

Staff Voice
仕事のリフレッシュ方法

日光浴

昼休みに外に出て、日光浴！オープ
ンしたばかりの綺麗な公園が、お気に
入りのスポットです。大胆に体を横に
して、耳にはイヤホンを。目を閉じれ
ば気分は海辺（沖縄）です。いつの間
にか寝てしまうので、アラームは必須
です…。

(Y.T)

Column
制作会社に依頼した印刷物、その原稿や写真を他の媒体に使用したいという
場合があると思います。しかし、そういったデータの二次利用については様々
な制約があります。制作会社によってはデータの受け渡しが出来ない場合や、
別途料金が発生する場合も。このようなことにならないよう、発注前に必ず契
約条件などを確認することが大切です。

データの権利や受け渡しは発注前に確認が必要！

Information
印刷物などの制作をお考えの方に、資料を無料にて送付いたします。当社Webサイトよりお気軽にお問い合わせください。
●会社案内　●社内報　●リクルート案内　●営業案内（商品・サービス）　●株主通信　●Webサイト

News
8月14日にアドバンド恒例「社内勉
強会」が行われました。効率的な作
業の方法を社員全員で共有し、制
作へと活かすことが目的です。この
日は１日デザインの技術や知識を
深めます。今回はWebについて学
ぶ講義もあり、とても充実した勉強
会となりました。

勉強会を実施しました

今回は「Webの壁」と題し、ボリュー
ムたっぷりにWebについて特集しまし
た。聞いたことはあるけれど…そんな
Webについて曖昧だった部分が解消
されたのではないのでしょうか。昨
今、Webサイトで情報を収集すること
が多くなりました。Webサイトはお客
様、取引先、就職活動中の学生など
様々な人が目にするツールです。いま
一度見直してみると、会社案内などの
印刷物よりも効果的に活用できるか
もしれません。
「インフォグラフィックで見る」のテー
マは“世界と日本”。東京オリンピック
は5年後ですが、あっという間に
2020年になってしまうのだろうな～
としみじみ思うのでした。

News

おかげさまで、弊社は今年度で10周
年を迎えました。１１年目以降も、お客
様にとってよいパートナーであること
を常にめざしてまいります。今後とも、
どうぞよろしくお願いいたします。

〒171－0022
東京都豊島区南池袋
3－9－3－301
TEL.03－5952－0082

(K.A)

Webの壁
特 集

アートディレクション

デザイン

コピーライティング

イラストレーション

山下 健太郎

天野 可奈子

中野 道良

天野 可奈子
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～勝ち組企業になるためのインターネット戦略～

技術的な進化を遂げるだけでなく、スマホやタブレットなどデバイスの増加によりますます利用機会が増え、重要度を増し

ているインターネット。B to C、B to Bは関係なく、Webサイト上の情報提供やコミュニケーションは、企業経営の成否を

決める最大のファクターと言っても過言ではありません。今号の特集は、Part1でWebサイト運営担当者が知っておくべ

き基礎知識、Part2では直接売上アップにつながるマーケティングのトレンドなどをお伝えします。

［特 集 ］

Webの壁

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

世
界
中
の
情
報
に
ク
リ
ッ
ク
ひ
と
つ
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
は
、

ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
多
大
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

一
人
ひ
と
り
が
受
発
信
者
と
な
り
、
世
界
が
フ
ラ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
│

情
報
格
差
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
の
は
、
た
し
か
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
す
る
企
業
に
と
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
や
ユ
ー
ザ
ー
が
購
入
を
考
え
る
と
き
、
初
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
検
索
で
す
。

た
と
え
高
品
質
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
扱
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

ユ
ー
ザ
ー
に
見
つ
け
ら
れ
な
い
以
上
は
成
約
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
企
業
間
取
引
で
は
W
e
b
サ
イ
ト
上
の
情
報
だ
け
で
検
討
さ
れ
る
た
め
、

検
索
さ
れ
て
ヒ
ッ
ト
し
、
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
得
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

そ
れ
だ
け
重
要
な
W
e
b
サ
イ
ト
で
す
が
、
戦
略
的
な
投
資
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、

あ
る
い
は
ユ
ー
ザ
ー
の
心
理
や
行
動
を
無
視
し
た
も
の
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
ま
す
ま
す
進
化
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

情
報
を
得
る
た
め
の
デ
バ
イ
ス
や
方
法
も
変
化
す
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ひ
と
つ
だ
け
言
え
る
こ
と
は
ど
ん
な
に
技
術
が
進
化
し
た
と
し
て
も
、

伝
え
る
べ
き
情
報
は
人
間
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
号
は
ユ
ー
ザ
ー
を
迎
え
る
〝
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
〞
で
あ
る
W
e
b
サ
イ
ト
を
考
察
し
、

知
っ
て
お
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
幅
広
い
視
点
か
ら
お
届
け
し
ま
す
。

百
年
前
ぼ
く
は
こ
こ
に
い
な
か
っ
た

百
年
後
ぼ
く
は
こ
こ
に
い
な
い
だ
ろ
う

「
朝
」 

谷
川
俊
太
郎
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パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
印
刷
物
と
W
e
b

サ
イ
ト
。
閲
覧
者
に
情
報
を
提
供
す
る
と

い
う
意
味
で
は
同
じ
役
割
を
持
つ
が
、
そ

れ
ら
の
機
能
や
性
質
に
は
大
き
な
ち
が
い

が
あ
る
。
ま
ず
、
W
e
b
サ
イ
ト
は
モ
ニ

タ
で
表
示
さ
れ
る
た
め
画
面
と
い
う
制
約

が
あ
り
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
デ
ザ
イ
ン
の

自
由
度
が
低
い
。
ま
た
P
C
の
機
種
や
グ

レ
ー
ド
、
あ
る
い
は
モ
ニ
タ
の
大
き
さ
や

品
質
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
な
ど
デ
バ

イ
ス
の
種
類
も
多
彩
で
、
色
や
表
示
の
完

全
な
統
一
化
は
不
可
能
だ
。
一
方
、
動
画

や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ウ
ス
オ
ー
バ
ー

に
よ
る
画
像
の
変
化
、
リ
ン
ク
先
へ
の
移

動
な
ど
動
的
で
リ
ッ
チ
な
表
現
が
で
き
る

の
が
大
き
な
特
長
だ
。
そ
れ
だ
け
で
な
く

訪
問
者
と
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
や
り
と
り
、

例
え
ば
問
い
合
わ
せ
や
資
料
請
求
、
ブ
ロ

グ
や
S
N
S
へ
の
投
稿
な
ど
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
ィ
ブ（
双
方
向
）な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
る
と
い
う
強
み
が
あ
る
。

　
一
方
で
、
訪
問
者
が
現
在
地
を
把
握
し

づ
ら
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
冊

子
の
ペ
ー
ジ
構
成
を
ひ
と
目
で
把
握
で
き

る
印
刷
物
と
異
な
り
、
W
e
b
は
モ
ニ
タ

に
よ
る
平
面
情
報
の
た
め
全
体
構
成
や
階

層
な
ど
が
分
か
り
に
く
く
、
目
的
の
ペ
ー

ジ
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
難
し
い
。
そ
の

た
め
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
や
サ
イ
ト
の
設

計
が
非
常
に
重
要
と
な
る
。
つ
ま
り
ユ
ー

ザ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
だ
。

こ
れ
に
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
ユ
ー
ザ
ー
の
心

理
や
行
動
を
知
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
ペ

ー
ジ
に
短
時
間
で
た
ど
り
着
く
動
線
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
。
顧
客
、
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
、
株
主
・
投
資
家
、入
社
希
望
者
、
社

員
や
そ
の
家
族
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
に
対
す
る
理
解
が
大
切
だ
。

　
さ
ら
に
、「
納
品
し
た
ら
完
成
」
の
印

刷
物
と
の
大
き
な
ち
が
い
は
、「
完
成
が

ス
タ
ー
ト
」
と
い
う
点
。
W
e
b
サ
イ
ト

は
、
む
し
ろ
完
成
後
の
運
用
・
管
理
・
修

正
・
更
新
が
重
要
に
な
る
。
後
に
詳
し
く

述
べ
る
が
、
特
に
新
規
顧
客
開
拓
に
お
い

て
W
e
b
サ
イ
ト
の
役
割
は
大
変
大
き

く
、
修
正
や
更
新
な
ど
の
改
訂
・
改
善
が

売
上
ア
ッ
プ
に
寄
与
す
る
。
つ
ま
り

「
W
e
b
サ
イ
ト
を
育
て
て
い
く
」
こ
と

が
、
企
業
の
成
長
に
つ
な
が
る
の
だ
。

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
の
こ
と
。
ク
モ
の
巣
状
に
張
り

巡
ら
さ
れ
た
地
球
規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
W
e
b
サ
ー
バ
に
は
住

所
が
あ
り
、
例
え
ば
当
社
で
あ
れ
ば

「http://adband.jp/

」

と
な
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

ブ
ラ
ウ
ザ
に
こ
の
ア
ド
レ

ス
（
住
所
）
を
入
力
し
、

W
e
b
サ
ー
バ
に
ア
ク
セ

ス
。
す
る
と
H
T
T
P
※
1

と
い
う
共
通
の
環
境
を
通

じ
て
、
サ
ー
バ
か
ら
送
信

さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
や
画
像
、
動
画
な
ど
の

デ
ー
タ
が
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
表
示
さ
れ
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
W
e
b
サ
イ
ト
の
ペ
ー
ジ
を
記
述
す
る

た
め
の
言
語
を
H
T
M
L
※
2
と
い
い
、

こ
れ
は
テ
キ
ス
ト
と
タ
グ
で
構
成
さ
れ

る
。
開
始
タ
グ
と
終
了
タ
グ
は
目
印
と
な

り
、
囲
ま
れ
た
要
素
に
意
味
や
役
割
が
与

え
ら
れ
る
。
こ
の
H
T
M
L
だ
け
で
も

W
e
b
サ
イ
ト
を
作
る
こ
と
は
可
能
だ

が
、
こ
こ
数
年
は
H
T
M
L
に
加
え

C
S
S
※
3
と
い
う
手
法
を
活
用
す
る
の

が
一
般
的
だ
。
H
T
M
L
で
W
e
b
サ
イ

ト
の
基
本
構
造
を
構
築
し
、
C
S
S
で
見

た
目
や
装
飾
な
ど
を
指
定
す
る
と
い
う
流

れ
で
制
作
す
る
。
例
え
ば
文
字
の
大
き
さ

や
行
間
の
設
定
、
色
の
指
定
、
背
景
画
像

や
囲
み
罫
な
ど
デ
ザ
イ
ン
装
飾
を
ル
ー
ル

化
。
同
一
の
C
S
S
を
複
数
の
W
e
b
ペ

ー
ジ
に
読
み
込
ま
せ
る
こ
と
で
、
統
一
感

の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
効
率
的
に
制
作
で
き

る
。
ま
た
、
H
T
M
L
文
書
の
各
要
素

を
、
ど
ん
な
幅
・
高
さ
で
ど
こ
に
配
置
す

る
か
を
指
定
す
る
こ
と
で
、
レ
イ
ア
ウ
ト

を
整
え
る
こ
と
も
可
能
だ
。
つ
ま
り
、

H
T
M
L
だ
け
な
ら
複
雑
な
文
書
と
な
り

制
作
工
程
が
非
効
率
と
な
っ
て
し
ま
う

が
、
C
S
S
を
併
用
す
れ
ば
文
書
の
構
造

を
簡
素
化
で
き
、
し
か
も
整
っ
た
デ
ザ
イ

ン
の
W
e
b
サ
イ
ト
を
容
易
に
制
作
で
き

る
。
も
ち
ろ
ん
修
正
に
も
楽
に
対
応
す
る

こ
と
が
可
能
だ
。

　
W
e
b
サ
イ
ト
で
使
わ
れ
る
画
像
の
形

式
に
つ
い
て
も
、
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た

い
。
画
像
に
は
3
つ
の
形
式
が
あ
る
。
ベ

タ
面
が
多
く
色
数
の
少
な
い
ロ
ゴ
な
ど
は

「
g
i
f
」
形
式
、
写
真
な
ど
色
数
の
多

い
も
の
は
「
j
p
g
」
形
式
。
背
景
画
像

の
上
に
、
画
像
の
一
部
を
半
透
明
に
し
て

配
置
す
る
場
合
に
は
「
p
n
g
」
形
式
が

使
わ
れ
る
。
ま
た
、
印
刷
物
と
は
異
な
り

W
e
b
サ
イ
ト
で
は
低
解
像
度
の
画
像

（
72
d
p
i
）
で
十
分
。
画
像
を
軽
く
す

る
こ
と
で
、
W
e
b
サ
ー
バ
へ
の
ア
ク
セ

ス
時
間
を
短
縮
で
き
る
か
ら
だ
。

※１ HTTP…Hyper Text Transfer Protocolの略。インターネット上で、クライアントとWebサーバが文書などの情報をやりとりするために使われる通信手段。1990年頃に開発された。
※２ HTML…Hyper Text Markup Languageの略。Webページを記述するための言語のこと。

H
T
M
L
で
構
成
し
C
S
S
で
見
映
え
を
指
定
。

テ
キ
ス
ト
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
で
画
面
を
制
御
。

※3 CSS…Cascading Style Sheetsの略。Webページの文書の装飾や体裁を指定するための言語。適用先（セレクタ）、変更する部分（プロパティ）、変更内容（値）の3つで構成される。

　
W
e
b
サ
イ
ト
の
制
作
で
は
、
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ー
ス
と
サ
イ
ト
設
計
が
重
要
で
あ

る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
だ
。
ま

た
、
訪
問
者
が
目
的
ペ
ー
ジ
に
な
か
な
か

た
ど
り
着
け
な
け
れ
ば
、
離
脱
す
る
可
能

性
が
高
い
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま

り
W
e
b
サ
イ
ト
は

表
現
が
制
約
さ
れ
た

メ
デ
ィ
ア
だ
か
ら
こ

そ
、
訪
問
者
の
ユ
ー

ザ
ビ
リ
テ
ィ
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　
新
規
顧
客
に
対
す

る
情
報
提
供
や
サ
イ

ト
の
誘
導
に
は
、
特
に
注
意
し
た
い
。
せ

っ
か
く
認
知
度
を
高
め
て
数
多
く
の
訪
問

者
を
集
め
て
も
、
問
い
合
わ
せ
や
資
料
請

求
、
メ
ル
マ
ガ
登
録
な
ど
次
の
ア
ク
シ
ョ

ン
に
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の

だ
。
た
し
か
に
コ
ン
テ
ン
ツ
の
品
質
も
重

要
だ
が
、
顧
客
の
課
題
や
悩
み
に
共
感

し
、
分
か
り
や
す
い
見
せ
方
を
心
が
け
る

だ
け
で
も
、
機
会
損
失
を
最
小
に
と
ど
め

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

 

「
う
ち
の
商
品
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
売

れ
な
い
か
ら
…
」
そ
ん
な
理
由
だ
と
思
わ

れ
る
が
、
数
年
間
放
っ
た
ら
か
し
状
態
の

W
e
b
サ
イ
ト
を
目
に
す
る
こ
と
が
時
々

あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
残
念
な
こ
と
だ
。

新
規
顧
客
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の
接
点

が
展
示
会
や
紹
介
・
口
コ

ミ
だ
っ
た
と
し
て
も
、

W
e
b
サ
イ
ト
こ
そ
が
最

初
の
接
点
だ
と
心
得
る
べ

き
だ
。
こ
れ
か
ら
取
引
を

検
討
し
よ
う
と
考
え
る
な

ら
、
企
業
の
W
e
b
サ
イ

ト
は
必
ず
一
度
は
訪
問
さ

れ
る
。
そ
の
時
の
印
象

が
、
い
わ
ば
「
イ
ケ
て
な
い
」
デ
ザ
イ
ン

だ
っ
た
と
し
た
ら
…
。
い
く
ら
素
晴
ら
し

い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
企

業
だ
と
し
て
も
、
そ
の
品
質
が
疑
わ
れ
て

も
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
定
期
的

な
更
新
も
強
く
意
識
し
た
い
。
ず
っ
と
更

新
さ
れ
て
い
な
い
W
e
b
サ
イ
ト
が
好
印

象
を
持
た
れ
る
こ
と
は
、
ま
ず
な
い
と
心

が
け
て
ほ
し
い
。

性
が
高
い
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま

ト
の
誘
導
に
は
、
特
に
注
意
し
た
い
。
せ

あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
残
念
な
こ
と
だ
。

新
規
顧
客
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の
接
点

が
展
示
会
や
紹
介
・
口
コ

ミ
だ
っ
た
と
し
て
も
、

W
e
b
サ
イ
ト
こ
そ
が
最

初
の
接
点
だ
と
心
得
る
べ

き
だ
。
こ
れ
か
ら
取
引
を

検
討
し
よ
う
と
考
え
る
な

ら
、
企
業
の
W
e
b
サ
イ

ト
は
必
ず
一
度
は
訪
問
さ

れ
る
。
そ
の
時
の
印
象

が
、
い
わ
ば
「
イ
ケ
て
な
い
」
デ
ザ
イ
ン

W
e
b
の
特
徴

デ
ザ
イ
ン

基
本
構
造

訪
問
者
の
滞
在
時
間
に
大
き
く
影
響
す
る

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
。

ジ
フ

ジ
ェ
イ
ペ
グ

ピ
ン
グ

印
刷
物
と
異
な
り
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
媒
体
。

ユ
ー
ザ
ー
の
理
解
と
動
線
確
保
が
カ
ギ
。

　
次
に
W
e
b
の
基
本
技
術
に
つ
い
て
お

さ
ら
い
し
て
お
き
た
い
。
近
年
で
は

W
e
b
と
呼
ば
れ
る
こ
と
の
多
い
「w

w
w

（W
orld W

ide W
eb

）」
は
、世
界
中
の

サ
ー
バ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
情
報
を
イ
ン

基礎知識 編 

変化の激しい業界だからこそ、Webサイト担当者に
とっても基本的な知識が必要です。
その特徴や仕組み、よく使われる用語などを改めて
確認しておきましょう。

これだけは知っておきたい
Part 1

印刷物デザインのワークフロー

企画 構成 制作 印刷 納品 完結

Webデザインのワークフロー

修正・更新修正・更新

企画 設計 制作 納品 公開 運用

制作 モニタ
チェック

アップ
ロード

色調はモニタに依存
モニタA モニタB モニタC

制作 色校正 印刷

1台の印刷機から
同条件で複数枚印刷

色調の統一

印刷とWebの色調の違い

印刷

Web

W3C（標準化団体）による
スタンダード

HTMLの基本的な記述方法

開始タグ

属性名

a要素

属性値

終了タグ

1　　<a href=”index.html”>このサイトはアドバンドのTOPページです</a> 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

html要素

<html>

<head>

</head>　

<body>

</body>

</html>

head要素

body要素

HTMLの要素は大きく３つ

音声・動画

MP3 MP4

イメージ

JPEG GIF PNG

ドキュメント

HTML CSS Script
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W
e
b
サ
イ
ト
は
P
C
だ
け
で
な
く
タ

ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

デ
バ
イ
ス
で
閲
覧
さ
れ
る
た
め
、
ひ
と
つ

の
固
定
レ
イ
ア
ウ
ト
で
は
対
応
す
る
こ
と

が
不
可
能
。
そ
れ
ぞ
れ
の
見
や
す
さ
を
追

求
す
る
た
め
に
は
、
定
番
の
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
構
造
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切

だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
使

い
勝
手
、
サ
イ
ト
の
道
案
内
と
な
る
「
パ

ン
く
ず
リ
ス
ト
」の
配
置
な
ど
、工
夫
が
必

要
と
さ
れ
る
。

　
閲
覧
環
境
や

各
種
デ
バ
イ
ス

に
対
応
す
る
た

め
、
ス
マ
ホ
用

に
は
別
途
レ
イ

ア
ウ
ト
を
用

意
。
ピ
ク
セ
ル

単
位
で
幅
を
設

定
す
る
「
固
定

レ
イ
ア
ウ
ト
」

で
は
な
く
、
デ

バ
イ
ス
や
モ
ニ

タ
の
幅
で
変
化

す
る
「
リ
キ
ッ

ド
レ
イ
ア
ウ

ト
」
で
制
作
す

る
な
ど
の
対
応

が
求
め
ら
れ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
画
面
に
左
右
さ
れ
な

い
柔
軟
な
レ
イ
ア
ウ
ト
が
可
能
と
な
る
。

　
P
C
向
け
レ
イ
ア
ウ
ト
で
は
コ
ン
テ
ン

ツ
を
挟
ん
で
上
部
に
ヘ
ッ
ダ
、
下
部
に
フ

ッ
タ
を
配
置
。
コ
ン
テ
ン
ツ
領
域
を
2
〜

3
段
組
み
に
分
け
、
メ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ

と
サ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
に
す
る
の
が
基
本
と

な
る
。
一
方
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
な
ど
「
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
」
の
特
徴

は
、
縦
と
横
2
つ
の
方
向
が
あ
る
こ
と
。

そ
し
て
マ
ウ
ス
で
な
く
指
で
操
作
す
る
タ

ッ
チ
パ
ネ
ル
も
大
き
な
特
徴
だ
。
こ
こ
に

も
リ
キ
ッ
ド
レ
イ
ア
ウ
ト
を
活
用
す
る
理

由
が
あ
る
。
特
に
ス
マ
ホ
用
サ
イ
ト
は
段

組
み
を
使
わ
ず
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
縦
に
長

く
配
置
す
る
よ
う
な
レ
イ
ア
ウ
ト
に
す
れ

ば
ボ
タ
ン
を
タ
ッ
チ
し
や
す
く
、閲
覧
者

の
使
い
勝
手
の
良
い
サ
イ
ト
と
な
る
。

　
企
業
が
W
e
b
サ
イ
ト
を
発
注
す
る
際

に
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
ど
こ
に

ポ
イ
ン
ト
を
置
く
か
だ
。
例
え
ば
1
日
数

万
以
上
も
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
が
あ
る
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
や
、
ア
ク
セ
ス
数
も
多
く
決

済
機
能
が
あ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
商
品
の

変
更
な
ど
頻
繁
に
更
新
す
る
必
要
の
あ
る

E
C
サ
イ
ト
で
は
、
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
シ
ス
テ
ム
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
強
い
W
e
b
制
作
会
社
に
依
頼
す
べ
き

だ
。
一
方
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ
ト
や
リ

ク
ル
ー
ト
サ
イ
ト
、
訪
問
者
が
限
ら
れ
る

B
t
o
B
企
業
で
あ
れ
ば
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
強
い
W
e
b
制
作
会
社
へ
の
依

頼
が
ベ
タ
ー
。
な
ぜ
な
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
や
社
風
・
理
念
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

は
も
ち
ろ
ん
、
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

の
心
理
や
行
動
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る

か
ら
だ
。
こ
こ
で
言
う
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

は
、
新
規
顧
客
だ
け
で
は
な
い
。
既
存
の

取
引
先
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
株
主
・
投
資

家
、
就
職
希
望
者
、
社
員
の
家
族
、
そ
し

て
地
域
住
民
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
訪
問
者
が

対
象
と
な
る
。

　
関
わ
る
人
材
が
多
様
な
こ
と
も
見
逃
せ

な
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
責
任
者
と
な
る

W
e
b
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
中
心
に
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に

加
え
、
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
が
関
わ
る
こ

と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
も
含
め
、
運
用
・
管
理
・
更
新
を
内

製
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
か
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
社
内
の
担
当
者
が
必
ず
し
も
、
I
T
や

シ
ス
テ
ム
に
詳
し
い
人
間
で
あ
る
必
要
は

な
い
。
W
e
b
サ
イ
ト
構
築
の
目
的
や
方

針
を
し
っ
か
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
く
れ
る

制
作
会
社
に
依
頼
す
れ
ば
、
満
足
で
き
る

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
社
内
の
担
当
者
が
理
解
で
き
な
い

専
門
用
語
ば
か
り
を
並
べ
る
制
作
会
社
に

は
要
注
意
だ
。
逆
に
、
お
客
様
の
理
解
度

に
応
じ
て
分
か
り
や
す
く
提
案
し
て
く
れ

る
制
作
会
社
な
ら
、
貴
社
の
課
題
や
予
算

に
応
じ
た
的
確
な
W
e
b
サ
イ
ト
を
構
築

し
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

レ
イ
ア
ウ
ト

W
e
b
制
作
で
は
関
わ
る
人
材
が
多
様
。

得
意
分
野
を
見
極
め
て
発
注
先
を
選
定
。

発
注
先

パソコン用モニタの画面サイズ

16:9 16:104:3

800×600 ドット
1,024×768 ドット

1,366×768 ドット
1,600×900 ドット
1,920×1,080 ドット

1,280×800 ドット
1,440×900 ドット
1,680×1,050 ドット
1,920×1,200 ドット

375×667 ドット

スマホ・タブレット端末の画面サイズ

iphone6/6s Android

800×1,280 ドット
720×1,280 ドット
600×1,024 ドット
540×960 ドット
480×800 ドット
320×480 ドット
240×320 ドット

　主にWebブラウザで実行されるスクリプト言語で、HTML文書内に書かれた

JavaScriptを読み込み、動きを持たせることができる。HTMLとCSSだけで作られ

た簡素なWebページを、リッチで使い勝手の良いものにすることが可能だ。例えばマ

ウスオーバーすれば画像がフェードイン・フェードアウトする、入力時の制限文字数を

超えると色が変わるなど、さまざまな表現ができるようになる。

　またJavaScriptをWebページへ簡単に組み込める、「jQuery」などのライブラ

リを活用する方法が注目されている。簡単なルールさえ覚えておけば、高度な仕掛け

やインタラクティブな動きを自社のWebサイトに利用することができる。Appleの端

末がFlashに対応していないこともあり、jQueryを使えば複雑な動きを表現でき、近

年ニーズが高まっている。

動的でインタラクティブな表現を可能にする
プログラミング言語。

JavaScript

　PHPはWebサーバ内にあり、各ユーザーの要求に応じてそれぞれ異なるHTML

を作成し、ユーザーに送信するためのプログラミング言語だ。問い合わせフォームや

ショッピングカート、ブログ、Facebook、What’s Newやお知らせなどインターネッ

トビジネスを裏で支えており、ソーシャルメディアも含め数多くのWebサイトに利用さ

れている。スクリプトを活用すれば、同じURLでもPCやタブレット端末など異なるデ

バイスに応じて自動で切り替えることも可能だ。

　動的なWebサイトを作るため、データベースのシステムと連携することもできる。

例えばオラクル社が提供するデータベース管理システム「MySQL」に蓄積した「最

新ニュース」や「お知らせ情報」などをPHPで処理すれば、情報を更新するたびに一

覧や詳細に自動で反映され、管理や更新が非常に手軽になる。

相互コミュニケーションを可能にし、
ネットビジネスを裏で支える技術。

PHP

　一般的なWeb制作はHTMLやCSSなどのデータを作成して完成される。しかしこ

の方法ではWebページが増えた場合など、管理に膨大な手間がかかることがある。

そこでHTMLなどを更新するのではなく、文書・画像などのコンテンツを更新する

CMS（Content Management System）という概念が考案された。ブラウザ上で

直接入力することができるため、HTMLを知らないユーザーでも修正や更新が可

能。WordPressなど世界的に利用者の多いCMSもある。

　最新版プログラムを入手しWebサーバにインストールすれば簡単に使える。しか

もHTMLを理解していなくても更新できる。そんな良いことずくめのCMSだが、やは

り高度なデザインには専門知識が必要となる。またHTML文書が自動で出力される

ため、アウトプットを完全にコントロールできないデメリットもある。

サイト設計やデザイン、コーディングなど
ブラウザ上で簡単に制作。

CMS

　API（Application Programming Interface）の概念は、一からすべてを開発す

る面倒や困難をスキップするため、元のプログラムからその機能を利用できるように

するというもの。代表的なものにGoogle MapsやFacebookの「いいね！」ボタンな

どがある。利用者側のメリットとして、無償で手間をかけずに自社サイトの品質が上が

ること。同時にサイト閲覧者に対して、高度で有益なサービスを提供できる点が挙げ

られる。Google、Amazon、Twitterなど各種サービスとの連動が容易に可能とな

る。一方、提供者側のメリットとして、技術やサービスを広めることにつながっている。

　さらにWeb APIはサービス単体で使用する以外にも、複数のサービスを融合させ

オリジナルのサービスを生み出すこともできる。これはマッシュアップと呼ばれてお

り、インターネットの可能性はさらに広がっている。

大手ベンダーによる
各種サービスを無償で自社サイトに活用。

Web API

顧客企業顧客企業

WebディレクターWebディレクター

システムエンジニアシステムエンジニア

プログラマープログラマー

インターフェース
デザイナー

インターフェース
デザイナー

HTMLコーダーHTMLコーダー

WebデザイナーWebデザイナー

Web制作に関わる人材

よく使われるナビゲーションのスタイル

レイアウトパターン

基本 ２段組 3段組

H…ヘッダー F…フッター

H

F

MC

MC…メインコンテンツ

H

F

MCSC

SC…サブコンテンツ

H

F

MCSC SC

ホームボタン ユーティリティナビゲーション

グローバルナビゲーション

フッターナビゲーション

ローカルナビゲーション

Web 担当者が理解しておくと便利な専門用語集

リ
キ
ッ
ド
レ
イ
ア
ウ
ト
の
基
本
ス
タ
イ
ル
で
、

P
C
、ス
マ
ホ
な
ど
複
数
の
デ
バ
イ
ス
に
対
応
。
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※4 SEO…Search Engine Optimizationの略。検索エンジン最適化のこと。検索結果の表示順の上位に、自社サイトが表示されるように工夫する活動、あるいはそのための技術やサービス。
※5 SEM…Search Engine Marketingの略。検索エンジンからの訪問者を増やすマーケティング手法の総称を指す。

　
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
24
時
間
3
6
5
日
自
動
的
に

営
業
活
動
を
し
て
く
れ
る
こ
と
。
し
か
も

多
く
の
営
業
マ
ン
を
雇
う
よ
り
、
非
常
に

低
コ
ス
ト
で
実
現
で
き
る
。
た
だ
し
、
条

件
が
2
つ
あ
る
。
1
つ
目
は
、
い
か
に
自

社
サ
イ
ト
へ
優
良
顧
客
を
誘
導
で
き
る
か

（
セ
ッ
シ
ョ
ン
）。
そ
し
て
も
う
1
つ
が
、

訪
問
し
た
顧
客
に
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
も
ら
え
る
か
だ
（
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ

ン
）。
当
然
だ
が
、
こ
れ
ら
は
決
し
て
簡

単
で
は
な
い
。

　
自
社
サ
イ
ト
へ
誘
導
す
る
方
法
と
し

て
、
S
E
O
※
4
対
策
と
リ
ス
テ
ィ
ン
グ

広
告
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
総
称
し

た
も
の
を
S
E
M
※
5
と
言
う
。
扱
う
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
金
額
、
B
t
o 

B
か
B
t
o
C
の
タ
イ
プ
別
顧
客
の
属
性

な
ど
、
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
の
投
資
を
す
べ

き
か
、
企
業
に
よ
り
か
な
り
差
が
あ
る
。

は
じ
め
に
S
E
O
対
策
に
つ
い
て
考
察
し

た
い
。

　
S
E
O
は
検
索
エ
ン
ジ
ン
最
適
化
と
も

言
わ
れ
、
自
然
検
索
の
結
果
で
上
位
表
示

さ
せ
る
手
法
。
技
術
的
に
は
、H
T
M
L

文
書
の
中
に
検
索
エ
ン
ジ
ン
が
重
要
視
す

る
タ
グ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
キ
ー
ワ
ー
ド

を
埋
め
込
む
方
法
が
あ
る
。
ペ
ー
ジ
タ
イ

ト
ル
の
「
t
i
t
l
e
」
、
ペ
ー
ジ
を
解

説
す
る
主
要
キ
ー
ワ
ー
ド
「
m
e
t
a
」
、

あ
る
い
は
W
e
b
ペ
ー
ジ
内
の
見
出
し

「
h
1
」「
h
2
」
、
強
調
「
s
t
r
o
n
g
」

な
ど
の
タ
グ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は

W
e
b
サ
イ
ト
の
制
作
段
階
で
決
定
さ
れ

る
た
め
、
注
意
が
必
要
だ
。
サ
イ
ト
へ
の

ア
ク
セ
ス
数
や
滞
在
時
間
な
ど
品
質
を
高

め
て
、
で
き
る
だ
け
サ
イ
ト
を
ラ
ン
ク
ア

ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

　
数
年
前
に
な
る
が
、
S
E
O
対
策
ビ
ジ

ネ
ス
が
人
気
を
博
し
た
時
期
が
あ
る
。
つ

ま
り
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
動
き
を
逆
手
に
と

り
、
あ
る
意
味
で
違
法
に
上
位
表
示
さ
せ

る
方
法
だ
。サ
イ
ト
へ
の
被
リ
ン
ク
数
を
増

や
す
な
ど
、無
責
任
な
S
E
O
業
者
に
よ
り

被
害
を
受
け
る
企
業

も
少
な
く
な
か
っ
た

よ
う
だ
。
し
か
し
現

在
で
は 

G
o
o
g
l
e

に
よ
り
検
索
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
が
不
定
期
に

変
更
さ
れ
る
な
ど
、

S
E
O
対
策
は
非
常

に
不
確
実
性
が
高

い
。
そ
の
た
め
、
極

端
な
S
E
O
対
策
に

は
懸
念
も
多
く
、
最

小
限
の
対
策
に
と
ど

め
た
方
が
無
難
だ
。

　
一
方
、
現
在
の
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
主
役
は
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
広
告
だ
。
こ

れ
は
Y
a
h
o
o
!
や
G
o
o
g
l
e

と
い
っ
た
大
手
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
中
心

に
、
自
社
の
広
告
を
有
料
で
掲
載
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
た

び
に
課
金
さ
れ
る
。
逆
に
言
う
と
ク
リ
ッ

ク
し
た
分
し
か
料
金
が
発
生
し
な
い
た

め
、費
用
対
効
果
を
測
り
な
が
ら
広
告
を

試
す
こ
と
が
で
き
る
。
不
確
実
性
が
少
な

の
み
の
広
告
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
ク
リ

ッ
ク
さ
れ
や
す
い
広
告
文
を
考
え
る
セ
ン

ス
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
検
索
さ
れ

る
キ
ー
ワ
ー
ド
な
の
か
、
競
合
他
社
が
多

い
か
な
ど
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
探
す
目
的
で
検
索
す
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
ニ
ー
ズ
が
顕
在
化
し

て
い
て
成
約
に
結
び
付
き
や
す
い
「
今
す

ぐ
客
」
が
多
い
こ
と
が
大
き
な
特
長
だ
。

一
方
、
競
合
が
多
い
商
品
だ
と
広
告
料
金

が
高
額
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

　
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
や
ブ
ロ
グ
な
ど
、
W
e
b
ペ
ー
ジ
の
コ

ン
テ
ン
ツ
に
連
動
し
て
掲
載
さ
れ
る
広

告
。
例
え
ば
「
お
正
月
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
ニ
ュ
ー
ス
記
事
に
、「
か
に
」
「
神
社
」

の
広
告
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

だ
。
ニ
ー
ズ
が
潜
在
的
で
あ
る
た
め
直
接

コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
は
結
び
付
き
に
く
い

も
の
の
、
検
索
で
は
接
触
で
き
な
い
ユ
ー

ザ
ー
を
含
め
、
よ
り
幅
広
い
層
に
リ
ー
チ

で
き
る
と
い
う
強
み
が
あ
る
。ま
た
、テ
キ

ス
ト
だ
け
で
な
く
画
像
やJ

avaS
cript

に
よ
る
動
画
を
配
し
た
バ
ナ
ー
な
ど
、
リ

ッ
チ
な
表
現
も
可
能
。
閲
覧
者
の
興
味
・

関
心
の
あ
る
広
告
を
配
信
で
き
、
し
か
も

サ
イ
ト
訪
問
者
に
限
定
し
て
再
訪
を
促
す

「
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
」
な
ど
の

配
信
に
よ
り
、
自
動
的
に
訪
問
者
を
追

い
か
け
る
方
法
も
あ
る
。

　
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
広
告
は
、
顧
客
に
ク
リ

ッ
ク
し
て
も
ら
え
ば
終
了
で
は
な
い
。
重

要
な
の
は
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
だ
。
そ
の
た

め
、
ク
リ
ッ
ク
し
た
先
の
L
P
（
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
ペ
ー
ジ
）
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
重
要

だ
。
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
、
無
料
で
の

資
料
配
布
、
成
功
事
例
の
報
告
な
ど
を
掲

載
す
る
こ
と
で
、
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
率
を

高
め
る
工
夫
が
必
要
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
送

付
す
る
資
料
の
品
質
や
コ
ン
テ
ン
ツ
が
優

良
で
な
い
と
成
約
に
つ
な
が
ら
な
い
た

め
、
W
e
b
サ
イ
ト
だ
け
で
な
く
営
業
ツ

ー
ル
や
カ
タ
ロ
グ
な
ど
の
品
質
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
W
e
b
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
も
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
そ
れ

は
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う

手
法
だ
。
近
年
、
顧
客
の
購
買
プ
ロ
セ
ス

は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
売
り
込
み
は

極
度
に
嫌
わ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
展
示
会

や
セ
ミ
ナ
ー
、
D
M
、
メ
ル
マ
ガ
、
テ
レ

ア
ポ
、
訪
問
営
業
な
ど
は
好
ま
れ
る
手
法

で
は
な
く
な
っ
た
。
ま
た
新
聞
を
定
期
購

読
す
る
所
帯
が
大
幅
に
減
少
。
T
V
の

C
M
は
ス
キ
ッ
プ
録
画
さ
れ
る
な
ど
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
費
用
対
効
果
は
お
寒
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。一
方
、
B
t
o
C
だ

け
で
な
く
B
t
o
B
で
も
、
顧
客
が
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
探
す
最
初
の
ス
テ
ッ
プ

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
へ
と
大
き
く
変

化
し
た
。
前
に
お
伝
え
し
た
と
お
り
、
新

規
顧
客
に
と
っ
て
W
e
b
サ
イ
ト
の
ク
オ

リ
テ
ィ
は
、
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
な

の
だ
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
W
e
b
サ
イ
ト
上

で
自
社
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
込
む

の
は
問
題
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
売
り
込
む

の
で
は
な
く
、
顧
客
に
対
し
て
質
が
高
く

有
益
な
情
報
を
提
供
す
る
の
だ
。
つ
ま
り

顧
客
が
読
み
た
く
な
る
、
読
ん
で
得
す
る

情
報
を
無
償
で
提
供
す
る
。
こ
れ
が
コ
ン

テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
概
念
だ
。
も

ち
ろ
ん
最
終
的
な
目
的
は
売
上
ア
ッ
プ
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
「
売
る
」
こ
と

よ
り
「
教
え
る
」
こ
と
に
重
点
を
置

く
。
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め

に
専
門
知
識
を
分
か
り
や
す
く
伝

え
、
商
品
の
選
び
方
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
方
法
、
ト
レ
ン
ド
や
業
界
動
向
な

ど
を
継
続
的
に
掲
載
す
る
の
だ
。
こ

れ
に
よ
り
「
売
る
側
」
「
買
う
側
」

と
い
う
対
立
の
構
図
で
は
な
く
、
同

じ
方
向
を
向
く
こ
と
で
信
頼
関
係
が

生
ま
れ
る
。
顧
客
の
ブ
ラ
ン
ド
・
価

値
を
高
め
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
が
向
上

す
れ
ば
、
安
売
り
合
戦
で
消
耗
す
る

こ
と
は
な
く
広
告
宣
伝
費
も
削
減
で

き
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
が
、
課
題
が
あ

る
と
す
れ
ば
運
用
・
更
新
を
ど
う
す

る
か
だ
。
顧
客
に
と
っ
て
有
益
な
コ
ン
テ

ン
ツ
を
、
し
か
も
定
期
的
か
つ
継
続
的
に

提
供
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
の
た
め

の
人
材
リ
ソ
ー
ス
や
新
た
な
投
資
に
対
し

て
躊
躇
す
る
企
業
が
多
い
の
が
現
実
だ
。

　
一
般
的
に
欧
米
企
業
に
比
べ
、
日
本
企

業
は
開
発
力
に
優
れ
る
も
の
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
疎
い
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、

せ
っ
か
く
素
晴
ら
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

も
、
顧
客
の
目
に
留
ま
ら
な
け
れ
ば
宝
の

持
ち
腐
れ
だ
。
売
れ
る
の
は
〝
良
い
〞
商

品
で
は
な
く
、〝
良
さ
そ
う
な
〞
商
品
。
こ

れ
を
念
頭
に
、
新
た
な
W
e
b
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
検
討

さ
れ
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

サ
イ
ト
の
上
位
表
示
と
広
告
へ
の
投
資
で

24
時
間
3
6
5
日
働
く
営
業
マ
ン
に
。

が
高
額
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

で
き
る
と
い
う
強
み
が
あ
る

ス
ト
だ
け
で
な
く
画
像
や

に
よ
る
動
画
を
配
し
た
バ
ナ
ー
な
ど
、
リ

ッ
チ
な
表
現
も
可
能
。
閲
覧
者
の
興
味
・

関
心
の
あ
る
広
告
を
配
信
で
き
、
し
か
も

サ
イ
ト
訪
問
者
に
限
定
し
て
再
訪
を
促
す

「
リ
タ
ー
ゲ

配
信
に
よ
り

い
か
け
る
方
法
も
あ
る
。

　
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
広
告
は
、
顧
客
に
ク
リ

ッ
ク
し
て
も
ら
え
ば
終
了
で
は
な
い
。
重

要
な
の
は
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
だ
。
そ
の
た

要
な
の
は
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
だ
。
そ
の
た

め
、
ク
リ
ッ
ク
し
た
先
の
L
P
（
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
ペ
ー
ジ
）
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
重
要

だ
。
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
、
無
料
で
の

資
料
配
布
、
成
功
事
例
の
報
告
な
ど
を
掲

載
す
る
こ
と
で
、
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
率
を

高
め
る
工
夫
が
必
要
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
送

付
す
る
資
料
の
品
質
や
コ
ン
テ
ン
ツ
が
優

良
で
な
い
と
成
約
に
つ
な
が
ら
な
い
た

め
、
W
e
b
サ
イ
ト
だ
け
で
な
く
営
業
ツ

ー
ル
や
カ
タ
ロ
グ
な
ど
の
品
質
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

要
な
の
は
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
だ
。
そ
の
た

S
E
O
と
S
E
M

顧
客
が
求
め
る
質
の
高
い
情
報
を
発
信
。

売
り
込
み
を
し
な
い
新
た
な
販
促
手
法
。

コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

商
品・サ
ー
ビ
ス
の
特
性
や
顧
客
属
性
に
よ
り

顕
在
ニ
ー
ズ
と
潜
在
ニ
ー
ズ
に
訴
求
。

 

リ
ス
テ
ィ
ン
グ
広
告

検索連動型広告

ディスプレイ広告

顧客開拓により売上を獲得するためには、訪問者を増
やさなければなりません。
検索広告の出稿やSEO対策、さらに最新のマーケティ
ング手法をご紹介します。

マーケティング 編

Part 2

売上アップの手法を理解

く
、
再
現
性
が
高
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
。
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
広
告
に
は
「
検
索

連
動
型
広
告
」
と
「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告
」

の
2
つ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
片
方
だ
け
の
出

稿
、あ
る
い
は
両
方
の
出
稿
も
可
能
だ
。

　
検
索
連
動
型
広
告
は
そ
の
名
の
と
お

り
、
検
索
結
果
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
広

告
の
こ
と
。
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
よ
り
、
主

に
キ
ー
ワ
ー
ド
と
関
連
性
の
高
い
広
告
が

表
示
さ
れ
る
仕
組
み
だ
。
短
い
テ
キ
ス
ト

SEM

SEO

リスティング
広告

・検索連動型広告
・ディスプレイ広告

ＳＥＭの種類

STEP1

STEP2

STEP4

STEP5

コンテンツマーケティングの概念

STEP3

webサイト上で顧客に有益な情報を配信

訪問した顧客をリスト化し見込客にする

既存客に継続してリピート購入してもらう

口コミや紹介など販路の拡大を仕組み化

見込客に商品・サービスを購入してもらう見込客に商品・サービスを購入してもらう



1940年創業、バッグとラゲージの老舗総合メーカー。開

発から生産、販売、アフターケアまですべての工程を自社

で一貫して行なっている。旅行バッグ､スーツケース､ビ

ジネスバッグ､スポーツバッグ､ファッションバッグ､旅行

小物など幅広い製品ラインナップを持ち、国内外で製

造、販売。幅広い年齢層のお客様に利用されている。

https://www.ace.jp

お客様DATA

エース株式会社 様

　

以
前
は
大
阪
に
本
社
が
お
か
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
関
西
の

印
刷
会
社
へ
継
続
的
に
制
作
を
依
頼
し

て
き
た
同
社
。
展
示
会
の
多
く
を
東
京

で
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
社
内

へ
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
刷
新
し

た
い
と
の
意
見
が
持
ち
上
が
り
、
発
注

先
候
補
の
1
つ
と
し
て
ア
ド
バ
ン
ド
に

声
が
か
か
る
。

「
長
期
に
わ
た
り
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で

発
行
し
て
い
た
た
め
、
ど
の
よ
う
に
刷

新
す
れ
ば
い
い
の
か
、
社
内
だ
け
で
検

討
す
る
の
が
困
難
で
し
た
。
そ
こ
で
ア

ド
バ
ン
ド
さ
ん
を
含
め
、
複
数
の
制
作

会
社
に
お
話
を
伺
う
機
会
を
設
定
し
ま

し
た
。
初
め
て
お
会
い
し
た
際
、
社
内

報
に
関
す
る
考
え
方
や
他
社
事
例
な
ど

を
伺
い
、
当
社
の
課
題
を
解
決
し
て
く

れ
そ
う
だ
と
判
断
。
後
日
改
め
て
ご
提

案
を
い
た
だ
き
、
社
内
で
検
討
し
た
結

果
、
ア
ド
バ
ン
ド
さ
ん
へ
の
発
注
を
正

式
に
決
定
し
ま
し
た
」

 

そ
う
話
す
の
は
、
管
理
本
部
人
事
総

務
部
の
有
馬
様
。
長
き
に
わ
た
り
発
注

先
が
固
定
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
決
断

は
容
易
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
担
当

者
だ
け
で
な
く
、
経
営
陣
ほ
か
社
内
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
も
簡
単
で

は
な
い
。
そ
ん
な
状
況
下
、
有
馬
様
が

発
注
先
と
し
て
重
視
し
た
の
は
、
品
質

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
対
応
の
迅
速
さ
だ
と

言
う
。

「
デ
ザ
イ
ナ
ー
さ
ん
が
窓
口
を
担
当
し

て
く
だ
さ
る
た
め
、
要
望
や
修
正
の
対

応
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
だ
と
感
じ
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
は
感
覚
的
な
も
の
だ
け
に
、

営
業
の
方
を
挟
む
と
真
意
が
伝
わ
り
づ

ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
…
。
ま

た
、
企
画
や
見
せ
方
で
、
こ
ん
な
に
印

象
が
変
わ
る
も
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

発
注
を
決
め
た
後
、
最
初
に
行
っ
た
の

は
、
年
間
計
画
を
含
め
て
内
容
を
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
考
え
る
企
画
会
議
。
ア
ド
バ

ン
ド
さ
ん
に
よ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
で
、
現
状
の
課
題
を
認
識
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
方
向
性
が
明
確
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
会
議
で
は
数

多
く
の
デ
ザ
イ
ン
サ
ン
プ
ル
を
お
持
ち

い
た
だ
き
、
表
現
や
見
せ
方
に
つ
い
て

も
理
解
が
進
み
ま
し
た
」

　

刷
新
後
、
社
内
か
ら
の
評
判
は
上
々

RR ee s uu mm e
社内報プロジェクトの履歴書

レジュメ

だ
。
「
お
洒
落
に
な
っ
た
」
「
楽
し
い

誌
面
に
変
わ
っ
た
」
と
の
声
を
た
く
さ

ん
聞
く
と
言
う
。
ま
た
、
大
き
な
展
示

会
で
は
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
撮
影
を
行

う
な
ど
、
新
た
な
展
開
も
評
価
さ
れ
て

い
る
。

「
事
前
に
レ
イ
ア
ウ
ト
の
ラ
フ
案
を
ご

提
案
く
だ
さ
る
の
で
、
企
画
に
合
う
写

真
を
効
率
的
に
収
集
で
き
ま
す
。
社
員

の
み
な
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら
い
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
こ
だ
わ
り
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
企

画
、
販
売
店
や
部
署
の
業
務
紹
介
な

ど
、
社
員
が
主
役
と
な
る
社
内
報
に
改

善
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
刷
新
し
て
4

号
目
と
な
り
、
ア
ド
バ
ン
ド
さ
ん
と
取

引
を
開
始
し
て
1
年
以
上
が
経
過
し
ま

し
た
。
今
後
も
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ

う
、
斬
新
な
企
画
や
デ
ザ
イ
ン
に
は
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
」

 

訪
日
外
国
人
の
増
加
や
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
な
ど
、
バ
ッ
グ
業
界
に

と
っ
て
追
い
風
に
な
る
ニ
ュ
ー
ス
も
多

い
。
一
方
、
消
費
税
増
税
な
ど
モ
ノ
が

売
れ
に
く
い
と
い
う
現
状
も
あ
る
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
会
社
へ
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ

ィ
を
高
め
、
社
員
の
心
を
1
つ
に
す
る

社
内
報
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
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社員に経営ビジョンや事業活動を発信し、情報を共有するための

重要なツールでありながら、実際には“読まれにくい”のが社内報です。

そのため、社員の興味・関心を惹くには企画や表現の工夫がポイントになります。

今回登場するお客様は、市場分析から商品開発、デザイン、生産、販売、アフターケアまで

すべてを自社で行なう日本有数のバッグ・ラゲージの総合メーカー。

社内には専門の部署があり、それぞれの業務が他の部署に見えにくく、

社内報を発行してはいるものの、情報共有に寄与していないという課題もありました。

発行目的やページ構成、デザインなど全体の見直しを図り、

思い切った改訂にのぞんで成果を生み出したプロジェクトをご紹介します。

お洒落に、かつ動きのあるポップな誌面に。
社内のご要望をふまえ大胆な刷新を実現。

デザイナーのこだわり

特集の扉

部門紹介
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連 載
企 画 インフォグラフィックで見る
2013年に、訪日外国人観光客数が1000万人を突破したことが報じられました。2020年に東京オリンピックを控え、
その数はますます増加傾向にあります。今回は世界と日本にまつわるデータをインフォグラフィックにしてみました。
日本が世界の注目を浴びている今、改めて世界と日本を見つめ直してみると、新たな発見があるかもしれません。

今回のテーマインフォグラフィックとは？

「インフォグラフィック」とは、情報やデータを上手く編集し、
読者からの理解・共感を得るという目的で構成された表現
手法のことです。

Data

Data

Data

A

B

C

世界の長い川

ナイル川 6,695km
6,516km

長江 6,380km

信濃川

1位

3位 東京
オーストラリア

東京

1位
中華人民共和国

インドネシア
大韓民国
3位

2位

世界の日本人居住国

アメリカ
合衆国

41万973人

15万399人

7万8,664人

中華人民
共和国

オースト
ラリア

出典：外務省ホームページ　http://www.mofa.go.jp/mofaj/index.html

アマゾン川

367km

1位 ロシア 1710万Km2（日本約45コ）

2位 カナダ
998万km2（日本約26コ）

3位 アメリカ
963万km２（日本約25コ）

日本

38万km2

世界の面積の大きな国

あ い う
和104万6,490人

87万2,406人

3位

84万187人

世界の日本語学習者

世界と日本

京都

2位

BEST3はほぼ同じ
直線距離で約・・・

No.1
No.2
No.3
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売
上
ア
ッ
プ
の
た
め
に
は
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
認
知
度
を
高
め
る
こ
と
が
大

事
。そ
の
た
め
に
は
お
客
様
と
の
関
係

を
持
続
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。と

こ
ろ
が
、い
ざ
電
話
で
売
り
込
も
う
と

し
て
も
つ
な
い
で
も
ら
え
な
い
。つ
な
が

っ
た
と
し
て
も「
い
ら
な
い
」の
ひ
と
言

で
電
話
を
切
ら
れ
て
し
ま
う…

。売

れ
る
営
業
マ
ン
と
売
れ
な
い
営
業
マ
ン

で
は
成
果
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
、属
人

的
か
つ
非
効
率
な
御
用
聞
き
は
、お

互
い
に
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、ニュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
定
期
的

に
発
行
し
て
郵
送
す
る
と
い
う
方
法

が
あ
り
ま
す
。お
客
様
と
の
接
点
を

自
動
的
に
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
、

し
か
も
ス
ト
レ
ス
な
し
。「
見
込
客
」の

フ
ォ
ロ
ー
継
続
と「
既
存
客
」の
リ
ピ
ー

ト
獲
得
を
同
時
に
促
進
し
、機
会
損

失
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
客
様
と
の
定
期
的
な

接
点
を
創
出
し
、

持
続
的
な

フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
構
築
。

貴社 お客様

B to B B to Cコンテンツの
2次利用

コンテンツの
2次利用

販促だけではない数多くの使い道！販促だけではない数多くの使い

発行メリット

発行メリットは売上アップだけではありません。社員への教育や啓蒙、企

業ブランディングにも寄与します。また、保有する知見やノウハウ、お客様

事例が蓄積されるのは最大のメリット。コンテンツをWebサイトに再利用

する、対面営業で紹介するなど多様な使い道があります。

ニュースレター

社員の
教育・啓蒙

企業
ブランディング

データの蓄積

Webへ
再利用

営業

絶対に売り込んではいけない！絶対に売り込んではいけな

コンテンツ

自社の商品やサービスなど“売り込み”のにおいを感じさせる情報は適

していません。読者が知って得する情報、業界知識やトレンド、成功事

例やお客様の声など中立で客観性の高いコンテンツが相応しい。あくま

で情報提供にとどめ、見込客にとって役立つ記事を掲載します。

お役立ち情報

お客様の声

トレンド

へ～！！

まだ取引のない見込客を中心に！

対象読者

展示会やセミナー参加者、商談後に失注したクライアントなど、まだ成約

にいたっていない見込客が主要ターゲット読者となります。まったく取引

のない見込客に対し、営業マン任せのテレアポはお客様にとって不愉

快なもの。ニュースレターはシステマチックなフォローに最適です。

テレアポ

ニュース
レター

滞在期間を長くする工夫を！滞在期間を長くする工夫

制作のコツ

コンテンツもさることながら、実は印刷物のクオリティが重要です。コピー

紙にプリンタ出力したものよりも、オフセット印刷で洗練されたデザインの

冊子がベター。手に取ったお客様が「取っておきたい」という気持ちにな

ればニュースレターの滞在期間が長くなり、販売機会が増えます。

Beautiful!

ニュースレターとはお客様に向けて情報を発信するパンフレット、つまり印刷物のオウンドメディア（自社媒体）を指します。

その発行目的は、定期的に接点を持つことでお客様の目に留まり、商品やサービスの販売機会につなげること。

属人的ではないシステマチックな御用聞き営業として、上手く活用すれば販促に大きく貢献します。

誌上マーケティング講座② ニュースレター

御用聞き営業をストレスなく仕組み化。

ニュースレター

社内教育

Web

商談

購入機会の増加

定期発行




